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『
哲
学
堂
図
書
』
怪
談
草
紙
部
解
題
稿

塚
　
田
　
晃
　
信

　
「
哲
学
堂
図
書
」
は
、
そ
の
目
録
に
「
怪
談
草
紙
部
」
の
一
項
を
立
て
、
和
文
板
本
一
〇
二
種
（
目
録
で
は
一
〇
三
だ
が
『
本
朝

悪
狐
伝
』
の
前
、
後
を
一
と
し
て
）
、
漢
文
板
本
一
二
種
、
写
本
四
五
種
、
計
一
五
九
種
を
収
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸

時
代
の
作
品
で
あ
り
、
著
名
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
一
方
、
写
本
の
部
を
中
心
と
し
て
、
現
在
そ
の
伝
存
・
流
布
が
極
め

て
稀
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
『
国
書
総
目
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
作
品
を
考
究
す
る
場
合
、

相
応
の
価
値
を
有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
「
怪
談
草
紙
部
」
が
如
何
な
る
基
準
を
以
て
作
品
を
選
ん
だ
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
古
今
著
聞
集
』

ま
で
を
も
含
む
こ
と
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
蔵
書
に
対
す
る
『
国
書
総

目
録
』
の
分
類
も
、
従
っ
て
多
岐
に
亘
り
、
中
に
は
「
怪
談
草
紙
」
と
は
い
い
難
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
そ
の
分
類
項
目
の

一
覧
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。

　
考
証
　
仏
教
　
神
舐
　
雑
記
　
怪
談
　
地
誌
　
風
俗
　
医
学
　
随
筆
　
俗
信
　
説
話
　
紀
行

　
動
物
　
怪
異
　
注
釈
　
絵
画
　
雑
史
　
戯
文
　
実
録
　
伝
記
　
読
本
　
武
家
故
実



　
浮
世
草
子
　
　
仮
名
草
子
　
　
滑
稽
本

　
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
上
、
翻
刻
さ
れ
た
も
の
を
ま
ず
一
括
し
て
掲
げ
（
原
題
・
分
類
項
目
・
刊
行
書
目
収
載
叢
書
全
集
名

等
）
、
未
翻
刻
の
も
の
に
つ
い
て
は
書
誌
的
事
項
を
骨
子
と
し
、
若
干
の
解
題
的
記
述
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
配
列
は
「
哲
学
堂

図
書
目
録
」
に
よ
ら
ず
、
板
行
・
書
写
の
年
次
（
不
明
確
な
場
合
は
推
定
時
期
）
順
と
し
た
。

一
、

す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
＊
日
本
霊
異
記
・
古
今
著
聞
集
は
、
時
代
・
内
容
の
懸
隔
か
ら
敢
て
省
略
し
た
。

『哲学堂図書1…」…談草紙部解題稿

1
伽
蝉
子
　
仮
名
草
子
　
○
近
世
文
芸
叢
書
・
近
代
日
本
文
学
大
系
・
日
本
名
著
全
集

2
宗
舐
諸
国
物
語
　
仮
名
草
子
　
○
俳
譜
叢
書

3
鬼
神
集
説
　
神
舐
　
○
増
訂
佐
藤
直
方
全
集

4
死
霊
解
脱
物
語
　
仮
名
草
子
　
○
愛
媛
大
学
古
典
叢
刊
（
影
印
）
・
変
化
論
（
付
載
翻
刻
、
平
凡
社
選
書
）

5
狗
張
子
　
仮
名
草
子
　
●
近
代
日
本
文
学
大
系
・
徳
川
文
芸
類
聚
・
日
本
名
著
全
集
・
古
典
文
庫
（
現
代
思
潮
社
）

6
玉
箒
子
　
浮
世
草
子
　
●
近
代
日
本
文
学
大
系
・
古
今
小
説
名
著
集
・
徳
川
文
芸
類
聚

7
怪
談
全
書
　
仮
名
草
子
　
○
日
本
名
著
全
集

　
＊
本
蔵
書
中
の
怪
談
・
怪
談
録
と
も
同
一
書

8
和
漢
珍
書
考
　
随
筆
　
●
文
豹
一
斑

9
諸
説
辮
断
　
随
筆
　
○
影
印
日
本
随
筆
集
成
2
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10

{
朝
怪
談
故
事
　
怪
談
　
○
校
註
索
引
付
翻
刻
（
伝
統
と
現
代
社
）

11

鱒
｢
両
面
鏡
　
浮
世
草
子
　
○
東
洋
大
学
短
期
大
学
紀
要
1
4
（
改
題
以
前
の
『
和
漢
乗
合
船
』
を
翻
刻
し
た
拙
稿
）

12

S
神
論
　
神
舐
　
（
∪
新
井
白
石
全
集
・
日
本
思
想
闘
詳
史
料
・
日
本
哲
学
思
想
全
書
・
日
本
哲
学
全
書
・
日
本
思
想
大
系

13

骭
�
?
@
医
学
　
○
日
本
衛
生
文
庫

14

ｾ
平
百
物
語
　
浮
世
草
子
　
○
徳
川
文
芸
類
聚
・
近
代
日
本
文
学
大
系

15

芍
ｾ
厚
化
粧
　
浮
世
草
子
　
C
徳
川
文
芸
類
聚

16

芍
ｾ
空
穂
猿
　
浮
世
草
子
　
○
徳
川
文
芸
類
聚

17

V
嬬
茶
話
　
雑
記
　
○
続
帝
国
文
庫

18

剥
送
｢
人
談
　
地
誌
　
○
続
帝
国
文
庫
・
日
本
随
筆
大
成

19

p
草
紙
　
読
本
　
○
袖
珍
名
著
文
庫
・
日
本
名
著
全
集
・
有
朋
堂
文
庫

20

V
著
聞
集
　
浮
世
草
子
　
○
続
帝
国
文
庫
・
日
本
随
筆
大
成

21

恊
｢
百
物
語
　
読
本
　
○
徳
川
文
芸
類
聚

22

V
狗
名
義
考
　
考
証
　
○
医
聖
堂
叢
書
・
未
刊
稀
覇
書
叢
刊

23

ｼ
播
怪
談
実
記
　
読
本
　
（
∪
松
蔭
国
文
資
料
叢
刊
・
文
林

24

ﾖ
譜
俗
談
　
随
筆
　
○
日
本
随
筆
大
成

25

ｩ
外
白
宇
瑠
璃
　
滑
稽
本
　
○
滑
稽
文
学
全
集

26

恟
Q
奇
談
　
読
本
　
○
東
洋
大
学
短
期
大
学
紀
要
1
0
（
拙
稿
）

27

]
戸
塵
拾
　
随
筆
　
○
燕
石
十
種
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『哲学堂図書」屋談草紙部解題稿

28

_
根
草
　
読
本
　
○
日
本
名
著
全
集

29

髦
b
荘
治
　
心
学
　
○
国
民
文
庫
・
心
学
叢
書
・
心
学
道
話
全
集
・
随
筆
集
誌
・
日
本
道
話
全
集

30

ﾞ
句
冊
　
読
本
　
○
日
本
名
著
全
集

31

ﾅ
の
曙
　
随
筆
　
○
日
本
随
筆
大
成
・
白
蛾
全
書

32

?
ｶ
一
代
噺
　
読
本
　
○
徳
川
文
芸
類
聚

33

ｦ
温
奇
談
一
二
草
　
読
本
　
○
俄
草
紙

34

梼
R
奇
談
　
読
本
　
○
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

35

?
V
談
　
読
本
　
○
日
本
随
筆
大
成

36

譿
ｶ
物
怪
録
　
怪
異
　
○
新
修
平
田
篤
胤
全
集

　
＊
本
蔵
書
中
の
稲
亭
物
怪
録
も
同
一
書

37

c
舎
草
紙
　
滑
稽
本
　
〇
十
返
舎
一
九
全
集

38

ﾟ
世
奇
跡
考
　
随
筆
　
○
温
知
叢
書
・
日
本
随
筆
大
成
・
日
本
随
筆
全
集

39

S
神
新
論
　
神
舐
　
○
新
註
皇
学
叢
書
・
新
修
平
田
篤
胤
全
集

40

G
本
合
邦
辻
　
読
本
　
○
帝
国
文
庫

41

k
国
巡
杖
記
　
地
誌
　
○
日
本
随
筆
大
成

42

k
越
奇
談
　
●
翻
刻
（
昭
和
2
4
）

43

o
塚
談
　
随
筆
　
○
燕
石
十
種
・
温
知
叢
書

44

l
狐
弁
惑
談
　
俗
信
　
○
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
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45

沍
ﾜ
郎
再
生
紀
聞
　
雑
史
　
○
新
修
平
田
篤
胤
全
集
・
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

46

賜
?
ｷ
集
　
雑
記
　
○
滑
稽
文
学
全
集
・
日
本
随
筆
全
集
・
日
本
随
筆
大
成

47

ﾃ
今
妖
魅
考
　
考
証
　
○
医
聖
堂
叢
書
・
日
本
思
想
闘
詳
史
料
・
新
修
平
田
篤
胤
全
集

48

M
濃
奇
談
　
地
誌
　
○
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

　
＊
本
蔵
書
に
は
二
本
を
蔵
す
る

49

s
知
火
考
　
地
誌
　
○
中
島
広
足
全
集

50

｢
の
草
紙
　
読
本
　
○
絵
入
文
庫

51

K
楊
庵
一
夕
話
　
随
筆
　
○
日
本
随
筆
大
成

52

z
山
著
聞
奇
集
　
随
筆
　
○
続
帝
国
文
庫
・
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

53

?
b
雑
記
　
雑
記
　
●
医
聖
堂
叢
書
・
未
刊
稀
観
書
叢
刊

462

二
、
未
翻
刻
の
も
の

　
判
型
に
つ
い
て
は
半
紙
本
以
外
の
も
の
の
み
注
記
し
た
。
書
名
の
下
に
は
、
哲
学
堂
図
書
の
番
号
を
記
し
た
。

1
鬼
神
僅
諺
紗
〔
わ
3
左
9
〕

　
二
冊
（
改
装
仮
綴
じ
）
　
俗
信
　
序
（
漢
文
）
の
中
に
「
滋
（
二
）
無
揮
ト
イ
フ
者
有
リ
元
ト
雲
水
ノ
散
人
ナ
リ
」
と
あ
り
、
こ

の
無
揮
を
著
者
と
な
し
得
よ
う
。
乾
坤
の
二
冊
に
分
け
た
丁
数
は
、
乾
－
上
2
7
、
坤
中
ー
1
6
・
下
1
3
。
刊
記
に
「
貞
享
四
年
丁
卯
孟

夏
吉
日
　
書
林
・
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
敦
賀
屋
九
兵
衛
判
」
と
あ
る
。



．「哲学堂図書』怪談草紙部解題稿

　
な
お
本
書
の
板
心
は
す
べ
て
、
　
「
鬼
神
［
U
巻
之
上
一
（
ー
丁
）
」
と
な
っ
て
お
り
、
欠
字
の
部
分
は
削
り
取
ら
れ
た
も
の
、
そ

の
残
存
状
況
か
ら
推
し
て
「
辮
話
」
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
同
一
内
容
の
「
鬼
神
辮
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

の
改
題
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
『
鬼
神
辮
話
一
は
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
「
神
祇
・
雲
水
山
人
無
禅
子
著
・
延
宝
四

版
一
、
そ
し
て
本
書
と
同
年
版
の
「
貞
享
四
版
」
も
存
在
が
知
ら
れ
る
。

2
本
朝
故
事
因
縁
集
〔
わ
3
右
2
8
〕

　
五
巻
五
冊
（
但
し
合
綴
本
）
　
風
俗
　
外
題
は
打
つ
け
書
き
で
「
本
朝
故
事
因
縁
」
　
丁
数
H
序
・
目
次
1
0
本
文
2
0
・
ロ
ー
8
・
日

2
0
・
四
2
0
・
岡
2
1
　
刊
記
は
「
元
禄
二
巳
己
歳
三
月
吉
辰
　
江
戸
青
物
町
万
屋
清
兵
衛
　
大
坂
隔
金
屋
庄
兵
衛
板
」
、
な
お
本
書
に

は
阿
波
国
文
庫
・
不
忍
文
庫
旧
蔵
印
が
あ
る
。

3
玉
櫛
笥
〔
わ
3
中
1
1
〕

　
七
巻
七
冊
　
浮
世
草
子
　
林
義
端
（
文
会
堂
）
著
　
丁
数
日
序
3
目
録
3
本
文
1
8
・
日
／
9
・
日
2
4
・
四
3
1
・
倒
1
8
・
内
2
7
・
岡
本

文
2
6
践
1
　
序
に
「
元
禄
乙
亥
（
八
年
）
の
冬
霜
月
日
　
義
端
謹
序
」
。
微
（
漢
文
）
に
「
之
ヲ
題
シ
テ
玉
櫛
笥
ト
日
フ
猶
異
ヲ
訪

ヒ
奇
ヲ
捜
リ
テ
嗣
テ
続
編
ヲ
出
ン
ト
欲
ス
草
藁
未
ダ
就
ラ
ズ
姑
ク
他
日
ヲ
竣
ツ
ト
爾
云
」
、
刊
記
に
は
「
元
禄
乙
亥
冬
十
一
月
朔
旦

京
西
村
市
郎
左
衛
門
　
林
九
兵
衛
　
江
戸
西
村
九
左
衛
門
　
同
半
兵
衛
　
同
梓
」
と
あ
る
。

4
た
ま
す
た
れ
〔
わ
3
左
2
8
〕

　
七
巻
七
冊
　
浮
世
草
子
　
辻
堂
兆
風
子
著
　
丁
数
H
序
ユ
本
文
2
2
・
⇔
2
0
・
日
2
2
・
四
2
0
・
圃
2
1
・
（
巻
六
欠
）
・
㈹
2
2
　
序
文

に
「
甲
申
孟
春
　
城
南
　
挙
堂
」
と
あ
る
が
、
刊
記
に
は
年
月
日
を
欠
く
（
『
国
書
総
目
録
』
は
「
宝
永
元
刊
」
と
す
る
）
。

5
大
和
怪
異
記
〔
わ
4
左
4
0
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3

　
七
巻
七
冊
　
怪
談
　
題
篭
（
円
形
枠
の
中
に
「
出
所
付
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
）
「
大
和
怪
異
記
」
。
但
し
第
　
冊
は
後
人
補
筆
。
　
4



第
三
冊
以
降
は
「
怪
異
記
」
の
下
に
「
近
世
」
と
小
書
。
刊
年
は
序
に
「
時
二
宝
永
戊
子
（
六
年
）
ノ
冬
、
無
名
氏
序
」
と
あ
る
の

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
刊
記
は
年
月
日
を
欠
き
「
都
合
百
六
箇
条
　
洛
陽
書
林
柳
枝
軒
板
行
」
と
の
み
。
丁
数
0
1
6
・
ロ
ー
3
・
日
1
4

・
鴎
1
6
・
司
1
2
・
（
巻
六
欠
）
匂
1
5

　
な
お
哲
学
堂
図
書
怪
談
草
紙
部
（
以
下
、
本
蔵
書
と
略
称
）
中
「
わ
四
右
4
3
」
の
『
今
昔
拾
遺
物
語
』
は
、
本
書
の
改
題
本
で
あ

る
。6
有
鬼
論
評
註
〔
わ
3
右
8
〕

　
一
巻
二
冊
　
仏
教
　
湛
澄
述
　
鷺
宿
注
　
美
濃
本
　
丁
数
序
1
本
文
4
2
　
巻
末
に
「
洛
北
報
恩
寺
隠
居
　
湛
澄
選
　
宝
永
第
八
龍

集
辛
卯
孟
夏
既
望
　
武
浜
増
上
南
難
沙
門
鷺
宿
謹
評
注
」
、
刊
記
に
は
「
正
徳
元
年
卯
年
六
月
上
旬
　
増
上
寺
切
通
永
井
町
　
美
濃

屋
又
右
衛
門
開
板
」
と
記
す
。

7
万
物
怪
異
辮
断
〔
わ
4
右
3
0
〕

　
二
編
八
巻
八
冊
　
怪
異
　
西
川
忠
英
（
如
見
）
編
　
題
籏
「
万
物
怪
異
辮
断
舐
異
編
一
（
i
四
）
」
「
同
醐
異
編
五
（
ー
八
）
」
　
丁
数

H
3
9
・
口
3
9
・
日
3
4
・
四
3
2
・
固
3
1
・
因
3
8
・
㈹
2
8
・
内
3
0

　
第
一
冊
見
返
し
に
「
崎
陽
　
西
川
如
見
先
生
著
　
怪
異
辮
断
　
洛
陽
書
林
柳
枝
軒
寿
梓
」
と
あ
り
、
刊
年
は
賊
の
「
怪
異
辮
断
一

峡
八
巻
余
分
テ
前
後
二
集
ト
為
シ
、
前
集
先
二
梓
行
シ
後
集
今
功
畢
ル
、
是
ノ
故
二
前
後
合
シ
テ
以
テ
之
ヲ
世
二
流
フ
也
　
天
地
交

参
シ
怪
異
裾
成
ス
　
誤
テ
矛
盾
之
宥
ヲ
為
ス
コ
ト
　
　
正
徳
五
年
龍
集
乙
未
五
月
吉
旦
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

8
扶
桑
怪
談
弁
述
紗
〔
わ
3
中
2
0
〕

　
七
巻
七
冊
（
全
一
冊
に
合
綴
）
　
読
本
　
春
鶯
著
　
丁
数
序
2
目
録
（
各
巻
の
も
の
を
一
括
）
1
3
・
0
1
7
・
⇔
1
6
・
日
1
9
・
四
2
2

・
岡
2
0
・
因
1
7
・
㈹
1
6
　
序
の
う
ち
作
者
名
・
年
月
日
は
削
除
の
あ
と
あ
り
　
刊
記
は
「
寛
保
二
壬
戌
歳
二
月
十
六
日
　
京
堀
川
通

464
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仏
光
寺
下
ル
町
　
河
南
四
郎
右
衛
門
」
と
あ
る
が
、
吉
田
幸
一
先
生
蔵
写
本
が
『
国
書
総
目
録
』
で
は
「
元
禄
頃
写
」
と
な
っ
て
い

る
。　

な
お
本
書
に
は
「
阿
波
国
文
庫
」
「
不
忍
文
庫
」
の
旧
蔵
印
が
あ
る
。
作
者
の
春
鶯
に
は
、
本
蔵
書
中
の
『
本
朝
怪
談
故
事
』
の

著
作
が
あ
る
。

　
ま
た
本
蔵
書
中
の
『
本
朝
捜
神
記
』
は
本
書
の
改
題
本
（
本
書
の
序
を
削
除
し
、
漢
文
序
を
新
た
に
付
し
、
そ
の
序
は
「
日
本
捜

神
記
序
…
…
明
和
丁
亥
（
四
年
）
夏
小
山
儀
伯
鳳
撰
」
と
す
る
。
内
題
は
「
本
朝
捜
神
記
」
と
し
、
本
書
の
「
沙
門
厚
誉
春
鶯
編
」

の
末
尾
三
字
の
み
残
し
て
削
除
せ
し
も
の
）

9
和
漢
怪
談
評
林
一
、
わ
8
中
8
〕

　
一
冊
　
写
本
　
怪
異
　
美
濃
本
　
題
簸
に
「
麻
中
抄
評
義
　
全
」
と
あ
る
傍
に
「
和
漢
怪
談
評
林
」
と
朱
書
し
た
も
の
　
内
容
は

「
和
漢
怪
談
評
林
」
が
1
1
丁
、
「
二
十
四
孝
評
判
上
」
2
6
丁
半
、
「
神
道
評
判
上
」
2
3
丁
半
を
合
綴
し
た
も
の
。
奥
書
に
「
享
保
二
年

霜
見
月
　
萩
原
　
勝
磐
評
」
と
あ
る
。

10

V
古
事
談
（
わ
4
中
4
1
〕

　
五
巻
五
冊
　
浮
世
草
子
　
井
沢
長
秀
（
幡
龍
子
）
著
　
丁
数
日
序
1
目
録
2
本
文
1
8
・
ロ
ー
7
・
日
1
2
・
四
1
5
・
岡
1
6
　
序
に
は
年

月
日
・
氏
名
を
欠
く
。

　
本
書
は
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
他
に
二
、
三
の
伝
存
が
知
ら
れ
る
が
、
本
蔵
書
の
板
心
に
は
「
鴨
口
一
（
1
五
）
」
と
あ

り
、
或
い
は
「
鴨
長
明
寝
覚
物
語
（
五
巻
五
冊
、
仮
名
草
子
、
貞
享
二
刊
）
」
の
改
題
本
な
ど
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ

か
本
書
各
巻
巻
頭
の
「
新
古
事
談
」
の
文
字
は
そ
の
部
分
だ
け
が
新
し
く
見
え
る
。
但
し
本
書
の
著
者
を
井
沢
長
秀
と
す
る
『
国
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
5

総
目
録
』
は
、
そ
の
著
者
別
索
引
で
、
長
秀
の
著
作
を
四
十
三
編
列
挙
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
宝
永
・
正
徳
・
享
保
期
の
も
の
で
、
　
4



元
禄
以
前
、
さ
ら
に
『
鴨
長
明
寝
覚
物
語
」
板
行
の
貞
享
年
間
ま
で
遡
る
こ
と
は
無
理
な
よ
う
で
あ
る
。
な
お
後
考
に
侯
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

11

}
神
邪
説
弁
〔
わ
8
左
2
5
〕

　
一
冊
　
写
本
　
神
舐
　
墨
付
七
丁
半
　
内
題
の
下
に
「
掌
静
翁
源
高
成
述
」
、
序
に
は
「
元
文
三
戊
午
仲
秋
望
日
　
河
野
通
秀
甫

謹
叙
」
と
あ
り
、
師
高
成
の
口
述
を
河
野
通
秀
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

／2

?
蕪
q
話

　
一
冊
写
本
怪
談
城
南
隠
±
著
竪
烈
×
横
川
丁
数
9
3

　
本
書
は
他
に
伝
存
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
に
、
序
を
掲
げ
る
。

漢
文
序
　
耳
而
見
之
所
以
不
怪
也
若
以
希
見
則
無
不
疑
骸
焉
所
謂
信
其
習
見
者
也
古
云
博
学
多
識
有
味
乎
如
宋
儒
則
謂
怪
力
乱
神
君

子
不
語
蓋
見
之
小
也
耳
頃
者
城
南
隠
士
著
向
燈
賭
話
数
巻
余
閲
之
其
事
則
奇
其
言
則
文
施
之
貴
々
可
以
救
其
倣
也
則
隠
士
之
勉
焉
］
豆

徒
哉
山
豆
徒
哉
隠
士
名
満
重
我
所
友
者
也

和
文
序
　
学
す
し
て
聖
衆
に
向
ひ
耕
す
し
て
勘
助
畑
に
喰
ふ
は
（
麻
布
一
隅
山
小
名
余
か
圧
」
退
之
か
六
の
外
民
た
る
へ
し
間
居
無
レ
営

　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
け
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
れ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
お
そ
ら
く
　
　
　
　
　
そ
し
り

毎
夜
与
レ
友
燈
に
向
ひ
話
を
賭
に
す
れ
は
有
レ
怪
有
レ
神
善
悪
勧
懲
其
中
に
あ
り
然
共
記
事
述
　
己
　
意
を
以
て
す
櫻
は
階
妄
の
護
を

江。

L
ん
と
掻
遣
り
捨
れ
は
其
友
欣
然
と
懐
に
し
て
去
ぬ
日
を
経
て
其
草
稿
に
序
を
乞
ふ
余
か
曰
く
王
を
讃
し
国
家
を
知
る
は
賎
天
稚
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
し
て

た
り
敢
当
ら
ざ
れ
共
謝
す
べ
け
ん
や
と
因
而
筆
而
有
し
ま
・
に
云
レ
」
小

　
干
時
元
文
己
未
年
十
二
月

　
　
於
二
麻
布
北
隅
一
中
村
満
重
書
之
気
之
知
、
怒
仁
也

＊
「
国
書
総
目
録
・
著
者
別
索
引
』
に
記
す
「
城
南
隠
士
（
浪
華
1
）
」
は
「
安
部
野
童
子
問
（
天
明
六
年
備
後
百
姓
一
揆
記
録
）
』

の
著
あ
る
も
、
年
代
よ
り
見
て
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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13

{
朝
俗
諺
志
〔
わ
4
中
1
7
〕

　
五
巻
五
冊
（
全
一
冊
に
合
綴
）
　
地
誌
　
菊
岡
沽
涼
著
　
丁
数
日
2
4
・
ロ
ー
9
・
日
1
9
・
四
1
9
・
国
2
1
　
序
に
「
東
都
俳
林
神
田
藍

染
北
屋
　
沽
涼
述
」
、
本
文
の
末
尾
に
「
延
享
丙
寅
（
注
、
三
年
）
天
　
米
山
翁
六
十
有
七
書
」
、
さ
ら
に
駿
文
に
は
「
怪
談
百
物
語

の
類
書
牛
々
汗
棟
に
充
し
か
は
あ
れ
と
皆
往
古
の
談
に
し
て
今
や
現
な
ら
す
頃
日
編
集
ノ
五
冊
者
米
山
翁
眼
前
見
亦
は
其
地
の
人
に

委
く
温
問
て
正
説
顕
然
た
り
夫
レ
先
生
ハ
多
年
地
理
志
厚
シ
故
諸
国
名
山
旧
跡
人
物
奇
異
及
故
事
因
縁
普
ク
日
月
記
月
々
集
し
草
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

文
箱
堆
し
予
こ
れ
を
再
三
ん
て
ふ
止
終
付
剤
剛
題
本
朝
俗
諺
志
云
爾
昔
丙
寅
冬
至
日
東
武
書
林
池
田
二
酉
堂
有
ノ
侭
微
　
前
編
五
冊

里
人
談
　
次
編
五
冊
　
俗
諺
志
一
　
こ
れ
に
よ
っ
て
前
掲
『
諸
国
里
人
談
』
レ
ニ
対
の
著
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

14

ﾔ
鳥
百
談
［
わ
4
左
6
〕

　
五
冊
静
観
堂
好
話
著
　
丁
数
日
2
3
・
ロ
ー
9
・
日
2
0
・
四
2
1
・
国
2
1
　
序
の
末
尾
に
「
延
享
五
ツ
の
年
　
辰
の
春
永
き
日
　
静
観

堂
好
話
述
作
　
京
寺
町
通
五
条
橋
上
ル
西
側
　
梅
村
判
兵
衛
板
行
」
と
あ
る
。
刊
記
は
欠
く
。

15

侮
ﾀ
雑
談
集
〔
わ
4
中
2
8
〕

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
恕
翁
著
　
丁
数
日
2
1
・
口
2
0
・
日
1
8
・
四
1
7
・
囲
1
6
　
序
文
に
＝
年
月
日
な
く
）
恕
翁
」
　
蹟
文
に
「
寛

延
二
己
巳
と
し
冬
　
蘭
室
」
と
あ
る
。
刊
記
「
寛
延
二
己
巳
年
冬
　
江
都
書
林
　
日
本
橋
一
丁
目
　
須
原
屋
茂
兵
衛
板
」

16

ﾃ
今
百
物
語
〔
わ
4
中
1
8
〕

　
五
巻
五
冊
　
仮
名
草
子
　
丁
数
日
2
8
・
口
2
5
・
日
1
8
・
四
1
5
・
圃
1
9
　
序
文
に
「
聖
人
怪
を
か
た
ら
ず
と
は
語
ら
ざ
る
に
は
あ
ら

す
怪
口
な
る
れ
ば
也
夫
天
地
陰
陽
あ
り
て
五
行
あ
り
天
雷
あ
り
地
震
あ
り
風
雨
あ
り
霜
雪
あ
り
人
常
に
見
れ
は
怪
さ
る
の
み
其
余
の

変
異
皆
造
物
者
の
命
令
な
り
人
常
に
見
ざ
れ
ば
あ
や
し
む
の
み
其
今
の
人
の
怪
き
事
の
実
事
な
る
物
を
と
つ
て
あ
げ
て
善
行
を
す
す

む
る
と
春
の
曙
に
し
か
い
ふ
　
日
本
　
説
山
」
と
あ
る
。
微
文
は
な
く
、
刊
記
に
「
寛
延
四
載
未
正
月
吉
登
梓
　
大
坂
心
斎
橋
南
四
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丁
目
吉
文
学
屋
市
兵
衛
　
同
州
安
土
町
入
　
同
源
十
郎
　
江
戸
日
本
橋
通
三
丁
目
　
同
治
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。
な
お
本
蔵
書
に
先
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

つ
延
宝
四
版
が
＝
国
書
総
目
録
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

17

｢
説
雑
話
〔
わ
3
左
2
2
〕

　
二
巻
四
冊
（
二
冊
に
合
綴
）
　
説
話
　
烏
有
道
人
著
　
丁
数
上
2
9
・
下
3
3
　
成
立
は
、
序
の
「
宝
暦
癸
酉
秋
九
月
既
望
…
…
」
ま

た
刊
記
の
「
宝
暦
四
年
甲
戌
正
月
…
…
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

＊
題
簸
に
は
「
百
物
語
上
（
下
）
」
と
あ
り
、
そ
の
右
に
後
人
の
手
で
「
世
説
雑
話
」
と
小
書
。
一
方
、
板
心
は
序
に
の
み
「
世
説

雑
話
序
」
と
あ
り
、
巻
一
・
二
に
は
欠
く
。
ま
た
全
四
巻
を
二
冊
に
合
綴
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
が
、
上
冊
の
冒
頭
に
「
世

説
雑
話
乾
」
末
尾
に
「
同
乾
終
」
、
下
冊
に
も
「
坤
」
　
「
坤
終
」
と
あ
り
、
刊
記
と
併
せ
て
そ
の
部
分
の
み
刷
の
新
し
い
こ
と
が
一

見
し
て
判
然
と
す
る
。
改
題
本
と
思
わ
れ
る
が
原
本
を
詳
か
に
し
な
い
。

18

ｻ
物
判
取
帳
〔
わ
4
右
1
］

　
四
巻
　
読
本
　
敬
阿
著
　
丁
数
O
序
3
本
文
1
3
・
ロ
ー
4
・
日
1
6
・
四
1
4
　
刊
記
に
「
宝
暦
五
乙
亥
歳
正
月
吉
日
　
江
府
書
亭
日
本

橋
四
日
市
万
屋
彦
八
　
室
町
二
丁
目
泉
屋
平
四
郎
」
と
あ
る
。

＊
横
山
邦
治
「
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』
に
は
、
本
書
を
「
全
五
冊
・
墨
付
六
十
一
丁
」
と
し
、
『
国
書
総
目
録
』
も
「
五
巻
」

と
す
る
。
本
蔵
書
の
四
冊
本
の
墨
付
丁
数
は
確
か
に
そ
れ
レ
ニ
致
し
、
巻
四
の
末
尾
に
刊
記
も
見
え
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
両
様
の
板

行
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
口
剛
氏
の
「
撰
択
古
書
解
題
」
で
は
四
巻
と
し
て
い
る
。

19

覧
ｬ
俗
説
弁
（
か
1
右
2
1
〕

　
一
冊
　
戯
文
　
秋
吟
散
人
著
　
丁
数
3
4
　
　
『
国
書
総
目
録
』
は
「
序
文
宝
暦
五
」
と
記
載
（
本
蔵
書
で
は
見
ら
れ
ず
）
。

20

M
田
白
狐
伝
〔
わ
3
左
1
1
」
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五
巻
五
冊
　
読
本
　
誓
誉
著
　
丁
数
日
序
2
目
次
2
本
文
1
7
・
口
田
・
日
1
4
・
四
1
0
・
圃
1
0
　
序
に
は
「
宝
暦
七
丁
丑
天
夏
六
月

武
陽
影
向
山
　
沙
門
道
阿
識
」
と
あ
り
、
凡
例
に
は
冒
頭
に
「
誓
誉
撰
」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
此
書
は
老
婆
勧
誘
を
本
と
す
る
故
証

書
を
引
用
せ
ざ
れ
ど
も
多
く
は
羅
山
神
社
考
に
因
る
」
と
『
本
朝
神
社
考
』
に
基
く
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
刊
記
は
「
寛
政
二
庚

戌
年
求
板
新
校
正
　
河
内
屋
茂
兵
衛
］
。
な
お
序
文
と
同
年
の
宝
暦
七
板
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
る
。

2／

a
漢
合
壁
夜
話
〔
わ
5
中
2
3
〕

　
四
冊
怪
異
上
野
徳
昌
丁
数
臼
2
1
・
ロ
ー
6
・
日
1
6
・
四
1
7
序
（
漢
文
）
に
は
「
和
漢
合
壁
序
」
、
巻
一
目
録
の
題
に
は

「
古
今
和
漢
合
壁
夜
話
」
と
あ
る
。
刊
記
は
「
宝
暦
九
己
卯
冬
　
東
都
書
韓
　
下
谷
池
之
端
元
黒
門
町
　
和
泉
屋
仁
兵
衛
」

　
な
お
本
書
に
つ
い
て
は
、
他
に
所
在
あ
る
を
聞
か
な
い
。

辺
本
朝
国
語
〔
わ
4
左
4
6
〕

　
五
巻
五
冊
　
地
誌
　
矢
島
酋
甫
著
　
丁
数
日
2
0
・
ロ
ー
6
・
日
1
6
・
四
1
6
・
圃
1
6
　
序
（
漢
文
）
の
末
は
「
時
維
宝
暦
辛
巳
之
歳
中

秋
上
涜
摂
陽
矢
嶋
酋
甫
述
」
、
さ
ら
に
そ
の
す
ぐ
あ
と
に
「
祓
」
と
あ
る
和
文
序
の
末
尾
は
「
干
時
宝
暦
十
二
壬
午
如
月
吉
旦
摂
陽

浪
華
隠
士
」
と
記
す
．
、

23

�
k
実
録
［
わ
4
右
2
0
〕

　
五
冊
　
読
本
　
浪
華
亭
紀
常
因
著
　
丁
数
円
1
8
・
⇔
1
7
・
日
1
7
・
四
1
5
・
岡
1
6
　
題
篭
に
は
「
近
世
怪
談
実
録
」
、
見
返
し
に
は

「
古
今
著
聞
怪
談
実
録
」
と
あ
る
。
序
に
「
明
和
二
年
乙
酉
仲
冬
吉
辰
　
浪
華
亭
　
紀
常
因
」
と
あ
り
、
山
口
剛
氏
の
「
撰
択
古
書

解
題
」
で
は
明
和
三
版
に
刊
記
を
欠
く
と
あ
る
が
、
文
政
七
版
の
本
蔵
書
に
は
刊
記
に
「
此
書
は
ゆ
ゑ
あ
っ
て
久
し
く
世
に
も
て
遊

ば
ず
今
其
か
け
た
る
を
補
ひ
附
言
し
て
再
び
発
行
す
る
こ
と
・
は
な
り
ぬ
　
文
政
七
甲
申
秋
」
と
し
、
次
い
で
「
明
和
三
丙
戌
春
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9

成
　
丁
子
屋
半
兵
衛
　
文
政
七
甲
申
求
板
　
前
川
六
左
衛
門
（
他
）
」
と
し
て
、
初
版
の
刊
記
を
う
か
が
わ
し
め
る
。
　
　
　
　
　
　
4



24

�
k
殿
居
嚢
〔
わ
3
中
6
〕

　
五
冊
　
読
本
　
臥
仙
子
文
披
著
　
丁
数
H
2
0
・
ロ
ー
6
・
日
1
4
・
四
1
5
・
位
D
1
7
　
序
に
「
江
臥
仙
か
つ
て
怪
談
の
草
紙
を
編
す
題
し

て
と
の
い
袋
と
号
す
披
て
初
篇
を
見
て
其
書
の
題
す
る
所
以
を
知
る
か
の
兼
好
が
草
紙
や
首
端
つ
れ
く
と
あ
る
を
題
と
し
此
草
紙

も
第
一
に
宿
直
も
の
の
袋
の
事
あ
る
を
も
て
な
り
実
や
遙
き
陸
奥
つ
く
し
の
噂
に
と
の
ゐ
袋
眠
を
覚
し
或
は
下
戸
と
怪
物
は
世
に
な

し
と
わ
や
く
い
ふ
稚
子
を
警
む
る
一
助
と
も
な
ら
む
か
　
明
和
丁
亥
仲
春
　
赤
羅
洞
主
人
書
」
、
内
題
に
は
「
怪
談
と
の
ゐ
袋
　
皇

京
　
臥
仙
子
　
文
披
編
」
と
あ
り
、
刊
記
は
「
寺
町
通
綾
小
路
下
ル
丁
　
菊
屋
長
兵
衛
板
　
明
和
五
年
子
正
月
吉
旦
」
と
あ
る
。

＊
な
お
山
口
剛
氏
は
「
怪
異
小
説
研
究
」
で
『
雨
月
物
語
』
の
「
青
頭
巾
」
は
『
と
の
ゐ
袋
一
か
ら
と
っ
て
「
禅
座
を
以
て
怪
を
伏

す
奥
州
の
禅
僧
」
一
，
魔
仏
を
以
て
一
如
と
す
悟
道
の
聖
人
、
附
り
す
た
れ
し
寺
を
取
た
て
し
僧
の
事
」
を
な
し
た
と
さ
れ
る
。

25

ﾏ
講
釈
〔
わ
5
右
1
4
］

　
五
冊
　
高
古
堂
主
人
著
　
丁
数
日
1
4
・
日
H
・
日
1
0
・
四
8
・
固
8
　
題
篭
に
は
「
千
歳
」
と
角
書
、
刊
記
「
明
和
七
年
と
ら
の

四
月
吉
日
　
六
角
通
油
小
路
西
入
ル
町
　
京
都
書
林
　
小
幡
宗
左
衛
門
校
」

26

ｾ
和
神
異
記
「
わ
4
中
1
5
〕

　
二
冊
　
神
舐
　
外
題
、
第
一
冊
は
題
籔
に
「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
角
書
、
そ
の
下
に
「
明
和
神
異
記
」
と
あ
り
、
表
紙
中
央
に
は

後
人
の
筆
で
「
宝
永
続
神
異
記
上
之
巻
」
と
あ
る
。
第
二
冊
は
題
簸
に
「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
角
書
、
そ
の
下
に
「
宝
永
神
異
記
」

と
あ
り
、
表
紙
右
に
後
人
の
筆
で
「
，
本
書
外
題
か
く
の
ご
と
し
、
伊
勢
山
田
選
集
（
以
上
角
書
）
伊
勢
大
神
宮
続
神
異
記
利
生
　
下

之
巻
也
　
本
書
板
元
の
名
な
し
‘
と
あ
り
、
さ
ら
に
見
返
し
に
「
伊
勢
大
神
宮
続
神
異
記
」
と
あ
る
。
刊
記
は
欠
く
が
広
告
の
末
尾

に
「
京
都
御
書
物
所
　
寺
町
通
松
原
下
ル
東
側
　
菊
屋
喜
兵
衛
板
元
」
と
記
す
。
ち
な
み
に
「
伊
勢
大
神
宮
続
神
異
記
」
は
度
会

（
中
西
）
弘
乗
著
で
二
巻
二
冊
、
宝
永
三
版
・
元
文
四
版
が
知
ら
れ
、
『
大
神
宮
叢
書
神
宮
参
拝
記
大
成
』
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て

470
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い
る
、
そ
の
内
容
は
牛
お
か
げ
ま
い
り
宝
永
神
異
記
』
『
お
か
げ
ま
い
り
明
和
神
異
記
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
な
お
本
書
の

丁
数
は
上
3
1
（
但
し
8
丁
は
筆
写
に
よ
る
補
充
）
、
下
2
3
。
さ
ら
に
本
蔵
書
に
は
『
続
後
神
異
記
』
の
写
本
も
存
す
る
。

27

�
k
無
名
書
［
わ
8
左
2
2
」

　
一
冊
　
写
本
　
怪
談
　
丁
数
6
4
　
本
書
は
他
に
存
在
あ
る
を
聞
か
な
い
。
内
容
は
「
天
狗
の
弁
、
仙
人
の
説
、
俗
文
鬼
神
論
書
、

鬼
門
の
弁
、
傾
城
之
弁
、
浄
瑠
璃
三
味
線
の
説
、
一
角
木
乃
伊
の
説
、
七
夕
二
星
之
弁
、
一
寸
向
者
暗
夜
の
弁
、
一
七
日
の
説
、
庖

瘡
の
説
、
甕
之
禍
福
、
妖
怪
の
説
（
朱
書
）
、
煙
草
始
り
之
説
、
稼
に
追
付
貧
乏
な
し
と
い
ふ
事
、
入
梅
之
説
、
冥
加
の
弁
、
窓
の

月
」
以
⊥
十
八
項
目
。
な
お
奥
書
に
「
此
冊
京
師
口
口
川
明
和
九
辰
年
書
直
口
子
家
治
之
内
稿
写
す
る
も
の
也
」
と
記
す
。

28

{
朝
奇
跡
談
［
わ
3
右
2
5
ン

　
三
巻
　
地
誌
　
植
村
政
勝
著
　
丁
数
H
田
・
口
2
1
・
日
2
3
　
序
文
に
「
安
永
三
年
午
清
明
日
　
東
都
牛
隠
竹
叢
高
尚
採
毫
於
洛
陽

錦
城
寓
」
と
あ
る
が
刊
記
を
欠
く
。
な
お
本
蔵
書
に
は
文
政
十
一
版
の
後
刷
本
も
存
す
る
が
、
こ
の
方
は
匡
郭
ぎ
り
ぎ
り
に
載
断
し

装
偵
も
劣
悪
で
あ
る
．
、

29

d
怪
故
事
談
［
わ
3
中
1
」

　
五
冊
　
医
学
　
下
津
寿
泉
著
　
丁
数
円
2
3
・
口
3
1
・
日
3
3
・
四
2
4
・
国
2
5
　
序
に
は
「
維
時
正
徳
三
年
冬
十
月
吉
日
　
摂
陽
下
津

春
抱
子
　
書
之
翠
松
軒
」
、
刊
記
に
「
安
永
三
甲
午
年
春
正
月
求
板
　
摂
府
書
林
　
河
内
屋
柳
原
喜
兵
衛
一
と
記
す
，
。
な
お
板
心
に

は
「
奇
疾
便
覧
」
と
あ
り
、
本
書
が
正
徳
三
年
の
漢
文
序
を
付
し
た
改
題
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

30

?
ﾌ
落
葉
「
わ
5
右
7
〕

　
五
冊
二
冊
に
合
綴
）
　
随
筆
　
西
村
遠
里
著
　
丁
数
0
1
7
・
目
1
2
・
日
1
3
・
四
1
2
・
囲
1
2
　
序
に
「
安
永
八
年
己
亥
夏
四
月
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
1

洛
西
村
遠
里
述
一
　
刊
記
は
年
月
日
を
欠
き
「
京
堀
川
三
条
下
ル
町
美
濃
屋
治
郎
右
衛
門
」
他
の
書
林
名
を
記
す
。
　
　
　
　
　
　
　
4



31

�
ﾙ
談
叢
〔
わ
5
右
8
〕

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
伊
丹
椿
園
著
　
丁
数
日
1
5
・
ロ
ー
5
・
日
1
5
・
倒
1
4
・
倒
1
4
　
序
に
「
安
永
八
年
己
亥
秋
九
月
穀
旦
伊
水
ノ
逸

民
椿
園
主
人
書
於
暁
霞
楼
一
、
刊
記
に
「
天
明
元
辛
丑
歳
五
月
吉
旦
（
他
は
書
林
名
）
」
。
横
山
邦
治
氏
は
そ
の
著
で
本
書
を
「
翻
訳

に
近
い
形
」
と
し
て
い
る
。

32

瘻
許
髦
b
声
わ
5
右
3
2
〕

　
四
巻
四
冊
（
一
冊
に
合
綴
）
　
読
本
　
金
蛇
観
主
翁
著
　
丁
数
日
1
4
・
口
H
・
日
1
2
・
四
1
5
　
序
文
に
い
う
「
友
だ
ち
と
炉
を
擁

し
て
雪
の
終
夜
雪
門
の
胡
餅
を
喫
し
趙
州
の
茶
を
飲
で
奇
を
説
怪
を
語
る
雪
折
竹
も
お
び
や
か
さ
れ
て
雨
戸
あ
く
れ
ば
面
白
や
擾
楼

玉
宇
出
現
し
て
忽
に
普
賢
の
銀
世
界
ね
ぐ
ら
離
る
、
鳥
ま
で
が
し
ろ
ふ
な
つ
て
飛
ふ
我
も
い
ざ
や
帰
ら
ん
と
宵
よ
り
耳
に
残
り
し
三

が
一
の
物
語
を
か
き
と
ど
め
て
児
女
等
が
み
や
げ
に
せ
ん
と
い
ふ
を
傍
よ
り
其
端
に
題
し
て
雪
の
窓
の
夜
話
と
い
ふ
事
し
か
り

　
安
永
己
亥
初
春
　
金
蛇
観
主
翁
題
之
」
。
刊
記
に
は
「
安
永
八
年
己
亥
正
月
吉
旦
」
と
し
、
書
林
名
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
や

＊
な
お
本
蔵
書
中
の
「
雨
夜
物
語
　
は
本
書
の
改
題
改
装
本
。
寛
政
九
年
正
月
の
板
だ
が
、
他
に
存
在
を
聞
か
な
い
。
山
口
剛
氏
の

「
選
択
古
書
解
題
」
で
も
『
雨
夜
物
語
』
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。

33

M
申
夜
話
「
わ
8
左
2
4
］

　
一
冊
　
写
本
　
玄
武
庵
充
方
著
　
丁
数
2
4
　
序
文
に
「
安
永
八
己
亥
二
月
庚
申
　
玄
武
庵
源
充
方
」
と
あ
り
、
目
録
は
外
篇
が

「
庚
申
待
祓
、
同
御
本
縁
抜
書
、
同
神
号
国
底
立
の
事
、
同
神
号
気
神
の
事
、
同
根
国
底
国
の
事
井
石
男
根
の
事
、
太
田
神
の
事
」
、

内
篇
が
「
愚
考
釈
氏
定
規
、
願
望
人
慾
と
の
差
別
の
事
、
僧
俗
に
言
行
の
差
別
あ
る
事
、
庚
申
賞
罰
年
月
日
時
を
い
て
応
験
同
に
見

へ
る
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
は
「
文
政
十
三
年
寅
年
九
月
写
　
大
松
居
毬
＝
と
あ
る
。

34

剥
痩
�
k
実
記
〔
わ
4
中
3
6
〕

472
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五
巻
五
冊
　
読
本
　
春
名
忠
成
著
　
丁
数
日
1
4
・
ロ
ー
0
・
日
1
3
・
四
1
3
・
国
1
0
　
刊
記
を
欠
く
が
、
裏
表
紙
内
側
に
「
安
永
十
年

辛
丑
春
三
月
　
大
坂
書
舜
　
心
斎
橋
南
四
丁
目
　
土
口
文
字
屋
市
兵
衛
蔵
板
」
と
記
す
。
山
口
剛
氏
の
「
選
択
古
書
解
題
」
で
は
、

「
著
者
春
名
忠
成
は
国
学
者
で
、
歌
人
で
あ
っ
た
と
見
え
、
敬
神
の
意
義
を
帯
し
、
且
和
歌
に
関
す
る
事
柄
の
多
い
点
に
注
意
を
引

く
一
と
し
て
い
る
。

35

?
`
余
話
一
か
1
右
1
1
〕

　
五
冊
　
市
衡
隠
±
著
　
丁
数
日
1
8
・
ロ
ー
9
・
日
2
4
・
四
2
1
・
岡
1
6
　
序
を
左
に
記
す
。

　
奇
伝
余
話
序

　
曽
て
駿
台
の
婚
婬
子
所
著
の
奇
伝
新
話
十
五
回
人
間
未
聴
の
説
を
選
出
せ
り
一
朝
祝
融
子
の
た
め
に
其
草
稿
を
奪
れ
て
主
人
も
亦

物
故
せ
り
於
是
て
新
話
の
説
一
二
知
る
者
あ
つ
て
世
間
知
る
者
な
し
去
歳
江
老
愛
筆
軒
の
主
人
是
を
惜
し
み
て
辛
苦
し
て
八
回
求
め

得
て
清
録
し
て
奇
伝
新
話
と
号
し
て
艀
婚
子
の
志
を
残
せ
り
余
久
敷
蜂
蜷
子
に
知
ら
れ
て
新
話
著
作
の
以
前
よ
り
其
新
説
奇
事
を
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

く
事
を
得
て
悉
く
胸
裏
に
記
臆
す
新
話
の
閾
略
を
う
ら
み
て
み
つ
か
ら
は
か
ら
す
聞
け
る
所
を
考
合
て
漸
く
七
回
を
著
し
て
愛
答
軒

か
八
回
と
合
し
て
十
五
回
と
な
し
い
さ
・
か
古
人
こ
・
う
さ
し
を
つ
く
し
か
れ
と
も
文
章
つ
た
な
く
其
意
を
尽
ざ
る
所
多
け
れ
は
奇

伝
余
話
と
名
附
て
新
話
に
附
し
て
全
記
に
備
ふ
ら
ん
人
文
章
に
か
・
わ
ら
す
其
奇
を
伝
へ
は
婬
蛸
子
か
伝
物
と
余
か
志
と
共
に
不
朽

と
圷
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
都
　
市
衡
隠
士

　
天
明
三
年
癸
卯
初
秋
　
木
俊
貞
識

＊
本
書
は
他
に
伝
存
す
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。

36

�
ﾙ
前
席
夜
話
〔
わ
8
左
2
7
〕
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マ
マ

　
ニ
冊
　
読
本
　
反
古
斎
著
　
写
本
　
竪
如
×
横
㎜
　
丁
数
乾
4
9
・
坤
2
9
　
序
文
末
に
「
干
時
寛
政
二
庚
戌
春
正
月
　
反
古
斉
謹
　
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

識
」
と
あ
る
。
本
蔵
書
で
は
写
本
だ
が
、
寛
政
二
版
が
知
ら
れ
、
山
口
剛
氏
は
「
比
較
的
珍
し
い
話
が
集
っ
て
い
る
。
奇
談
中
勝
れ

た
作
の
］
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
「
選
択
古
書
解
題
」
）
。

37

?
錫
ﾋ
話
〔
わ
4
中
1
2
」

　
五
冊
（
但
し
本
蔵
書
は
一
、
三
、
四
の
み
）
　
注
釈
　
田
中
夢
外
訳
（
見
返
し
に
「
明
朝
謝
肇
淘
著
、
本
邦
田
中
翁
訳
」
と
あ

ろ
）
　
丁
数
日
2
6
・
日
”
∵
四
2
4
　
な
お
本
蔵
書
中
の
『
通
俗
五
雑
狙
』
は
本
書
の
改
題
本
。
見
返
し
を
改
め
（
「
天
保
十
四
癸
卯

秋
補
刻
明
朝
謝
肇
渕
著
本
邦
田
中
翁
訳
　
通
俗
五
雑
狙
全
五
巻
」
と
あ
る
）
、
内
題
を
直
し
、
板
心
や
巻
末
の
「
水
口
猴
話
」
を
削

り
と
る
な
ど
し
、
見
返
し
に
「
波
華
書
舜
北
尾
春
星
堂
主
入
識
」
、
巻
末
の
広
告
の
末
尾
に
「
浪
花
書
林
河
内
屋
平
七
」
と
記
す
。

な
お
「
国
書
総
目
録
』
は
こ
の
改
題
本
を
「
弘
化
三
刊
」
と
す
る
が
、
そ
の
記
述
は
見
当
ら
な
い
。
但
し
五
冊
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。

38

�
k
旅
の
曙
〔
わ
5
中
1
3
一

　
四
冊
　
読
本
　
波
天
奈
志
小
浮
禰
著
　
丁
数
日
1
6
・
⇔
1
4
・
日
1
4
・
四
1
5
　
巻
頭
の
「
自
叙
」
に
「
南
海
波
天
奈
志
小
浮
禰
撰
」

と
あ
る
。
刊
記
に
「
寛
政
八
丙
辰
天
四
月
」
と
記
す
。
山
口
剛
氏
は
全
六
篇
の
中
三
篇
を
勝
れ
た
も
の
と
し
「
併
し
題
材
と
し
て
は

珍
ら
し
い
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
た
だ
筆
に
迫
力
が
あ
っ
て
、
表
現
に
巧
み
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
二
選
択
古
書
解
題
」
）
。

39

j
几
帳
［
わ
5
右
2
〕

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
流
霞
窓
主
人
著
　
丁
数
け
1
7
・
日
1
5
・
日
1
4
・
四
1
5
・
国
1
6
　
題
篭
に
は
「
奇
謹
百
章
」
の
角
書
き
、
内
題

　
　
は
な
　
し
　
く
さ

は
「
野
史
種
百
章
［
の
角
書
き
を
伴
い
、
「
怪
謹
破
机
帳
」
と
あ
る
。
序
に
は
「
古
御
所
の
破
几
帳
と
は
名
つ
け
は
へ
る
流
霞
窓
主

人
書
　
と
あ
る
。
刊
記
は
「
寛
政
十
二
庚
申
歳
正
月
二
日
　
東
都
　
江
戸
橋
四
日
市
　
±
総
屋
利
兵
衛
版
」
。
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40

�
k
弁
妄
録
（
わ
5
中
2
2
」

　
五
巻
五
冊
読
本
桃
渓
山
人
著
丁
数
日
1
7
・
ロ
ー
5
・
日
1
4
・
四
1
2
・
因
1
1
二
冊
に
合
綴
）
序
に
「
寛
政
庚
申
季
夏
桃

渓
山
人
撰
」
、
刊
記
に
は
「
寛
政
十
二
庚
申
八
月
」
と
あ
る
。
山
口
剛
氏
は
「
先
づ
怪
説
異
聞
を
掲
げ
、
理
を
解
き
出
所
を
た
だ
し
、

信
ず
べ
か
ら
ざ
る
を
論
じ
、
虚
誕
を
是
正
す
る
に
努
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
書
）
。

41

ﾈ
上
怪
話
雨
錦
〔
わ
5
左
2
9
一

　
四
冊
　
怪
異
　
丁
数
H
1
8
・
⇔
1
4
・
日
1
4
・
四
1
8
（
一
冊
に
合
綴
）
　
刊
記
は
「
寛
政
十
二
庚
申
歳
正
月
吉
辰
　
江
都
東
叡
山
麓

下
谷
町
花
屋
久
治
郎
梓
」

42

圏
V
奇
談
〔
わ
4
中
2
3
〕

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
↓
無
散
人
著
　
丁
数
日
9
9
∵
口
2
0
・
日
1
8
・
四
1
9
・
因
1
7
　
題
籏
に
は
「
諸
国
奇
談
」
の
角
書
き
を
有
す
る
。

板
行
年
次
は
「
寛
政
十
三
年
歳
次
辛
酉
初
春
」
の
刊
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

43

�
k
藻
塩
草
〔
わ
5
中
1
7
］

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
速
水
春
暁
斎
著
　
丁
数
0
1
4
・
ロ
ー
2
・
ロ
ー
1
・
四
1
1
・
田
1
1
　
序
に
「
寛
政
辛
酉
の
春
　
洛
東
篁
亭
主
人

識
」
、
刊
記
に
は
「
寛
政
十
三
年
酉
正
月
」
と
記
す
。

44

ﾟ
世
見
聞
録
〔
わ
8
左
2
1
」

　
一
冊
　
雑
記
　
写
本
（
墨
付
5
0
丁
）
　
内
容
は
「
孝
心
木
像
の
感
応
、
孝
女
身
を
う
り
て
幸
ひ
を
得
、
金
を
主
に
返
し
て
食
を
延

る
」
な
ビ
五
十
四
項
目
に
及
ぶ
。
「
寛
政
の
頃
」
な
ど
の
話
を
収
め
る
江
戸
後
期
の
書
。

45

剥
装
ﾖ
覧
［
わ
4
中
1
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

　
五
巻
五
冊
　
怪
異
　
爽
撞
散
人
著
　
丁
数
日
1
2
・
ロ
ー
2
・
日
1
2
・
四
1
2
・
田
1
1
　
題
纂
に
は
「
奇
談
」
の
角
書
き
を
有
す
る
。
序
　
4



に
は
「
洛
北
爽
撞
散
人
」
コ
旱
和
紀
元
辛
酉
」
と
あ
り
、
刊
記
に
「
享
和
二
壬
戌
年
正
月
」
と
年
次
を
記
す
。

46

?
k
讐
葉
草
［
わ
5
右
2
4
一

　
五
巻
五
冊
（
一
冊
に
合
綴
）
　
読
本
東
男
子
著
・
十
返
舎
一
九
校
・
画
丁
数
H
1
5
・
ロ
ー
0
・
日
1
1
・
四
1
0
・
国
1
1
見
返
し

に
は
次
の
如
く
あ
る
。
「
十
返
舎
主
人
校
　
中
古
奇
談
壁
葉
草
　
全
部
五
冊
　
世
に
奇
き
物
語
と
も
多
か
る
中
に
其
意
味
の
ふ
か
き

を
の
み
此
に
模
写
す
尤
近
世
の
［
［
事
口
な
れ
ば
其
本
源
を
正
す
に
労
せ
ず
し
て
悉
く
希
有
の
証
あ
る
を
濃
か
に
あ
ら
は
し
其
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

詳
に
記
す
　
享
和
二
壬
戌
春
正
月
発
行
」
。
序
に
は
「
エ
」
時
享
和
二
歳
戌
孟
春
日
　
十
編
舎
一
九
誌
」
、
内
題
に
は
「
奇
談
隻
葉
草
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

之
一
　
浪
華
　
東
男
子
著
　
東
武
　
十
偏
舎
校
」
と
あ
る
。

47

�
ｨ
輿
論
［
わ
4
中
6
〕

　
五
冊
　
読
本
　
十
返
舎
一
九
作
・
画
　
丁
数
日
1
4
・
ロ
ー
2
・
日
1
1
・
四
1
4
・
岡
1
1
　
序
に
は
「
維
時
享
和
三
亥
春
三
月
　
東
武
橘

　
　
　
　
　
マ
マ

街
逸
民
十
返
斉
一
九
誌
」
と
あ
る
．
、
刊
年
は
一
，
享
和
三
亥
年
春
三
月
発
行
」
の
刊
記
で
知
ら
れ
る
。

＊
横
山
邦
治
氏
は
『
読
本
の
研
究
＝
で
「
一
九
は
読
本
と
し
て
は
中
本
も
の
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
仇
討
も
の
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の

初
作
は
「
浪
花
鳥
梅
一
で
あ
っ
た
が
、
一
九
は
そ
れ
ま
で
読
本
と
し
て
深
窓
奇
談
五
、
享
和
二
。
怪
物
輿
論
五
、
享
和
三
刊
。
怪
談

雨
夜
鐘
六
、
享
和
三
刊
と
い
う
三
部
の
読
本
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
発
生
期
読
本
の
奇
談
も
の
の
余
風
を
受
け
た
も
の
、
白
話

小
説
翻
案
も
含
む
が
、
平
板
な
怪
談
集
…
…
」
と
本
書
に
触
れ
て
い
る
。

48

ｯ
契
纂
異
〔
か
1
右
2
8
〕

　
一
冊
　
清
水
順
蔵
（
東
泉
）
編

　
本
書
は
流
布
が
極
め
て
稀
で
あ
る
。
目
次
を
左
に
示
す
。
「
枯
木
生
蓮
華
、
枯
木
生
条
、
舎
利
善
分
増
、
石
尊
、
無
蚊
蛸
之
処
、

無
蛇
之
地
、
馬
之
角
、
諸
鱗
化
鼠
、
大
南
瓜
、
不
客
死
気
之
霊
地
　
右
十
則
」

476
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49

｡
古
奇
談
〔
わ
4
左
1
〕

　
五
巻
一
冊
　
読
本
　
煙
波
山
人
著
　
丁
数
H
1
8
・
ロ
ー
6
・
日
1
5
・
四
1
5
・
㈲
1
6
　
序
に
「
文
化
紀
元
甲
子
十
二
月
　
煙
波
山
人

識
」
、
刊
記
に
は
「
文
化
二
年
乙
丑
正
月
穀
旦
　
皇
都
書
窪
　
五
条
通
塩
竈
町
　
北
邨
庄
助
　
同
町
　
菊
屋
源
兵
衛
」
と
あ
る
。
著

者
煙
波
山
人
の
著
作
は
本
書
の
み
。

50

｣
奇
遣
聞
〔
わ
5
右
3
3
〕

　
五
巻
五
冊
　
読
本
　
梅
翁
　
丁
数
日
1
4
・
ロ
ー
3
・
日
1
3
・
四
1
4
・
圃
1
4
　
序
に
「
文
化
第
二
乙
丑
夏
五
月
　
伏
謄
　
山
中
辰
仲
産

撰
」
。
刊
記
に
は
「
競
奇
遺
聞
続
篇
五
冊
追
出
　
文
化
二
丑
年
五
月
　
宙
許
文
化
第
三
丙
寅
春
正
月
成
刻
　
伯
書
町
　
山
中
勘
兵
衛
」

と
あ
る
。
著
者
梅
翁
の
著
作
は
他
に
あ
る
こ
と
を
聞
か
ず
、
山
口
剛
氏
も
「
其
人
未
詳
」
と
し
て
い
る
。

51

?
V
奇
談
〔
わ
3
左
2
4
〕

　
五
巻
五
冊
　
紀
行
　
昌
東
舎
真
風
著
　
丁
数
H
1
8
・
口
2
1
・
日
2
0
・
四
2
4
・
岡
2
0
　
題
簸
は
角
書
き
で
「
諸
国
奇
談
」
、
そ
の
下

に
「
漫
遊
記
上
（
ー
下
）
」
。
見
返
し
に
は
「
東
西
遊
記
探
奇
之
余
五
畿
七
道
著
聞
之
書
合
三
冊
」
、
さ
ら
に
「
天
保
補
刻
」
「
書
騨

星
運
堂
　
柏
悦
堂
」
と
も
見
え
る
。
序
文
の
「
戊
子
の
睦
月
は
し
め
」
は
文
政
十
一
年
が
相
当
す
る
。
以
上
か
ら
見
て
本
蔵
書
で
は

天
保
年
間
の
補
刻
本
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
著
者
の
昌
東
舎
真
風
（
序
の
「
か
ふ
ち
の
国
人
　
浦
玉
斎
」
は
別
人

か
）
の
著
作
は
本
書
の
み
と
考
え
ら
れ
る
。

52

似
t
集
〔
わ
8
中
3
4
］

　
十
巻
五
冊
　
説
話
　
東
随
舎
著
　
丁
数
付
3
9
・
口
3
4
・
日
4
0
・
四
4
0
・
岡
3
5
　
序
の
末
尾
に
「
善
を
勧
め
悪
を
懲
の
一
助
と
も
な

り
ぬ
へ
し
と
文
化
三
丙
寅
年
膿
月
事
を
閑
窓
の
本
に
と
る
事
と
は
な
り
ぬ
　
斗
門
西
隅
　
東
随
舎
誌
」
と
あ
る
。
な
お
書
名
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

「
古
今
奇
談
一
と
角
書
が
あ
る
。
著
者
の
東
随
舎
は
、
天
明
・
文
化
頃
の
著
作
が
六
点
認
め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



53

~
石
皿
山
記
「
わ
5
左
3
0
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
八
冊
　
読
本
　
曲
亭
馬
琴
著
　
丁
数
日
H
・
⇔
1
8
・
日
1
1
・
四
1
0
・
㈲
1
8
・
因
1
3
・
㈹
2
0
・
内
1
3
　
見
返
し
に
は
「
曲
亭
馬
琴
作

一
柳
斎
（
注
、
歌
川
）
豊
広
画
」
、
刊
記
に
は
「
文
化
三
丙
寅
年
皐
月
上
涜
著
述
、
同
四
丁
卯
年
春
正
月
吉
日
発
販
　
大
坂
書
隷

心
斎
橋
北
久
宝
寺
町
　
柏
原
屋
義
兵
衛
」
と
あ
る
。

＊
横
山
邦
治
氏
は
「
盆
石
皿
山
記
は
「
播
州
皿
屋
敷
」
に
、
何
ら
か
の
意
味
で
拠
っ
て
い
る
；
馬
琴
は
文
化
二
年
に
前
編
刊
行
の

「
盆
石
皿
山
記
」
か
ら
す
で
に
単
純
な
仇
討
ち
話
か
ら
脱
却
し
始
め
、
構
想
は
複
雑
化
し
て
話
は
長
大
化
す
る
方
向
に
進
む
」
と
述

べ
て
い
る
（
『
読
本
の
研
究
』
）
。

54

S
情
談
〔
わ
5
右
2
9
〕

　
三
冊
　
読
本
　
乗
心
堂
主
人
著
　
丁
数
上
2
4
・
中
2
1
・
下
2
0
　
見
返
し
の
書
名
に
は
「
奇
事
詳
説
」
の
角
書
き
を
有
す
る
。
漢
文

序
の
末
尾
に
は
「
神
巻
敬
明
書
」
、
刊
記
に
は
「
乗
心
堂
・
王
人
著
　
文
化
六
年
巳
三
月
新
板
」
と
見
え
る
。

＊
山
口
剛
氏
は
「
選
択
古
書
解
題
」
で
本
書
を
「
内
容
は
奇
談
・
異
聞
・
郷
土
的
伝
説
・
風
俗
等
ま
で
織
込
ま
れ
、
頗
る
雑
駁
で
あ

る
。
奇
談
は
狐
狸
の
怪
以
上
に
出
で
ず
、
却
て
伝
説
・
風
俗
等
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

55

ﾔ
星
草
紙
〔
わ
5
右
2
5
〕

　
三
冊
　
読
本
　
秋
里
籠
島
著
　
丁
数
上
2
1
・
中
1
7
・
下
2
0
　
序
に
は
「
文
化
七
庚
午
と
し
の
冬
　
秋
里
籠
島
」
と
あ
り
、
刊
記
に

「
文
化
七
庚
午
秋
発
行
　
京
都
書
林
永
寿
軒
伊
予
屋
佐
右
衛
門
」
と
記
す
。

＊
横
山
邦
治
氏
は
前
掲
書
の
中
で
「
「
赤
星
草
紙
」
は
小
説
的
な
作
品
で
は
な
く
、
名
所
図
会
作
者
た
る
離
島
ら
し
く
諸
国
見
聞
の

随
筆
的
作
品
、
そ
の
「
赤
星
草
紙
」
を
除
い
て
彼
の
創
作
性
を
見
せ
た
作
品
は
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。

56

｢
猫
奇
談
〔
わ
5
中
3
5
〕



「哲’学キc図書・」　怪豆炎草糸氏剖埆f4題董高

　
五
冊
　
読
本
　
栗
枝
亭
鬼
卵
著
　
丁
数
日
2
9
・
口
2
4
・
日
2
5
・
四
2
2
・
岡
3
1
　
題
篭
に
は
「
犬
猫
奇
談
一
（
i
五
）
」
と
あ
る
が
、

内
題
に
は
「
犬
猫
怪
話
」
の
角
書
き
の
下
に
「
竹
箆
太
郎
」
と
あ
る
。
第
一
巻
冒
頭
に
「
四
国
に
竹
箆
太
郎
て
ふ
犬
あ
り
て
妖
魔
を

退
治
せ
し
事
色
々
の
説
あ
り
て
其
実
を
し
る
も
の
な
し
頃
日
京
摂
及
東
都
の
諸
名
君
各
々
筆
を
揮
ふ
て
復
讐
の
種
々
古
き
を
も
て
新

し
き
作
を
出
し
玉
ふ
中
に
独
此
竹
箆
太
郎
は
犬
の
復
讐
に
し
て
諸
名
家
の
粕
を
喰
わ
ず
真
の
竹
箆
太
郎
な
る
も
の
な
ら
ん
と
誌
す
は

栗
枝
亭
鬼
卵
に
そ
あ
り
け
る
」
と
記
す
。

＊
な
お
本
書
に
つ
い
て
は
横
山
邦
治
氏
の
『
読
本
の
研
究
』
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
珊
頁
）
。
氏
は
「
猿
神
退
治
に
結
付
け
て
、
お

家
騒
動
と
い
う
　
層
読
本
的
な
世
界
に
持
ち
込
ん
で
、
そ
れ
に
仇
討
ち
と
い
う
趣
向
も
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
怪
奇
趣
味
も
充
分
に
盛

り
込
ん
で
成
立
し
た
作
品
一
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
書
の
話
は
『
日
本
昔
話
集
成
』
第
二
部
本
格
昔
話
一
の
肺
犬
聾
入
の
民
話

そ
の
他
と
も
一
致
す
る
と
し
て
民
話
的
な
要
素
も
重
視
し
て
い
る
。

訂
妖
怪
門
勝
光
伝
〔
わ
8
左
2
3
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
一
冊
　
写
本
　
俗
言
　
並
木
定
恒
著
　
丁
数
3
0
　
奥
書
に
「
文
化
：
　
（
四
ヵ
）
歳
戊
寅
孟
春
上
旬
書
　
並
木
梅
太
郎
定
恒
」
、
第

一
丁
オ
に
大
字
で
「
文
化
十
四
丁
丑
正
月
吉
日
初
詣
事
珍
物
記
者
也
　
並
木
梅
太
郎
」
と
あ
る
。
多
く
動
物
の
妖
怪
に
つ
い
て
記
し
、

末
尾
か
ら
三
丁
目
に
は
「
右
四
十
五
ケ
条
の
内
に
妖
怪
に
不
有
事
も
有
り
と
い
へ
ど
も
…
」
と
も
い
う
。
筆
跡
拙
く
、
行
数
等
も
不

揃
い
で
粗
雑
の
観
が
あ
る
。

58

ﾊ
山
画
譜
「
わ
5
左
1
7
］

　
二
冊
　
絵
画
　
竪
㎝
×
横
田
　
丁
数
上
3
3
・
下
2
2
　
外
題
に
は
「
法
橋
」
の
角
書
を
伴
う
。
内
題
に
は
「
絵
本
妖
怪
奇
談
」
と
あ

る
。
刊
記
に
は
「
浪
華
画
工
法
橋
玉
山
　
書
林
河
内
屋
徳
兵
衛
」
と
記
す
。
著
者
初
世
玉
山
（
石
田
ー
、
岡
田
ー
、
尚
友
）
は
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
9

四
十
八
点
を
数
え
、
そ
の
多
く
は
文
化
・
文
政
期
に
集
中
し
て
い
る
。
本
書
は
「
絵
本
妖
怪
奇
談
」
の
改
題
本
と
見
ら
れ
る
。
　
　
　
4



59

ﾟ
世
百
物
語
〔
わ
8
左
2
9
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
二
冊
　
写
本
　
怪
談
　
庭
仙
著
　
丁
数
上
8
1
・
下
7
5
　
第
一
丁
オ
に
「
都
下
に
住
馴
し
よ
り
往
事
い
と
口
き
事
、
又
奇
談
皆
見
聞

正
し
き
を
近
世
百
物
語
と
標
題
し
て
今
つ
れ
く
を
塞
か
む
あ
さ
は
か
な
る
草
稿
」
と
記
し
、
上
下
合
し
て
五
十
話
、
挿
絵
は
細
密

画
で
あ
る
。
作
者
庭
仙
の
著
作
は
本
書
の
み
が
知
ら
れ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
で
は
吉
田
幸
一
先
生
蔵
の
本
書
を
「
文
化
・
文
政
頃

写
」
ヒ
し
て
い
る
。

60

ｽ
児
代
答
一
わ
8
中
3
3
〕

　
一
冊
　
写
本
　
神
道
　
山
崎
美
成
著
　
丁
数
1
6
　
序
に
次
の
漢
詩
を
記
す
。
一
，
自
出
塵
衰
入
玉
壼
　
昇
天
何
日
不
歓
娯
　
平
生
伍

意
如
児
戯
　
人
愛
其
神
吾
愛
愚
　
庚
辰
冬
日
　
美
成
題
」
、
ま
た
践
文
に
は
「
右
し
る
す
所
は
虎
舌
を
か
た
は
ら
に
お
き
て
口
つ
か

ら
い
ふ
所
を
き
け
る
ま
・
篭
に
ま
か
せ
か
き
つ
け
ぬ
　
文
政
三
年
か
の
え
辰
の
冬
か
み
な
月
こ
・
の
か
の
日
　
山
崎
美
成
」
と
あ
る
。

著
者
は
別
号
、
久
作
・
北
峰
・
好
間
堂
主
人
。
著
作
彩
し
く
百
以
上
に
及
ぶ
。

61

?
梛
L
〔
わ
5
左
1
4
〕

　
三
冊
　
万
歳
楼
袖
彦
著
　
丁
数
日
4
0
・
口
3
9
・
日
3
9
　
題
答
で
は
「
四
国
霊
験
」
の
角
書
を
有
す
る
。
見
返
し
に
は
「
万
歳
楼
袖

彦
先
生
著
　
四
国
霊
験
奇
応
記
　
全
三
冊
　
北
川
周
月
画
　
書
林
舎
刻
」
と
あ
り
、
冒
頭
の
「
口
上
」
に
「
文
政
元
年
寅
三
月
初
日

筑
前
博
多
　
太
田
永
蔵
　
四
国
処
々
御
札
所
寺
々
御
知
事
様
　
右
の
書
状
を
八
十
八
ケ
所
寺
々
へ
送
り
遣
し
け
る
所
云
々
」
と
あ
る
。

刊
記
に
は
「
文
政
八
乙
酉
歳
初
春
発
分
」
と
記
す
。

62

?
熬
?
ｷ
集
（
か
1
右
3
7
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
冊
　
写
本
　
読
本
　
大
蔵
永
常
著
　
竪
”
…
×
横
且
　
丁
数
H
1
9
・
ロ
ー
7
・
日
1
7
・
四
1
6
・
岡
1
8

＊
本
書
に
は
文
政
十
二
版
・
天
保
十
二
版
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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63

{
朝
悪
狐
伝
〔
わ
5
左
1
9
〕

　
十
巻
十
冊
読
本
岳
亭
岳
山
著
丁
数
日
1
6
・
⇔
1
4
・
日
1
5
・
四
1
4
・
㈲
1
6
・
内
1
5
・
㈹
1
3
・
囚
1
4
・
囲
1
5
・
田
1
5
序
に

「
文
政
己
丑
中
秋
月
下
に
誌
す
　
岳
亭
岳
山
」
、
第
五
冊
末
尾
に
「
編
者
岳
亭
岳
山
　
画
者
英
斎
国
景
」
「
文
政
十
二
己
丑
年
　
書
房

江
戸
小
伝
馬
町
三
丁
目
　
丁
字
屋
平
兵
衛
他
」
。
ま
た
第
十
冊
末
尾
に
次
の
蹟
を
記
す
。
「
此
書
も
と
赤
本
に
と
の
需
に
応
じ
て
つ
ぶ

り
た
る
を
稿
成
る
に
及
ん
で
書
騨
又
よ
み
本
に
つ
ぶ
り
替
ん
事
を
ね
が
ふ
止
事
を
え
ず
綴
り
直
し
ぬ
然
ば
巻
中
く
さ
ぐ
さ
の
こ
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぽ
い

も
か
き
く
は
へ
た
れ
ば
赤
本
め
か
し
く
戯
場
め
き
た
る
処
い
と
多
し
見
る
人
そ
の
拙
き
を
笑
ひ
玉
ふ
事
な
か
れ
　
○
忠
義
名
犬
佳
話

眠
こ
れ
は
此
書
の
後
へ
ん
に
て
鶴
間
矢
九
郎
が
事
な
ら
び
に
星
の
井
孝
蔵
小
滝
等
が
事
室
へ
き
太
郎
が
忠
を
つ
く
せ
し
事
を
詳
に
し

る
す
」

64

M
州
仙
人
床
〔
か
1
右
3
1
〕

　
全
五
巻
一
冊
　
写
本
　
伝
記
　
丁
数
6
3
　
序
・
奥
書
な
し
　
ち
な
み
に
目
次
は
一
巻
が
「
諏
訪
城
主
の
事
井
百
姓
共
一
揆
の
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

な
ど
五
項
、
二
巻
が
「
立
石
村
次
郎
右
衛
門
が
事
井
五
郎
玄
衛
源
五
郎
刑
罪
の
事
」
な
ど
八
項
、
三
巻
が
「
諏
訪
大
明
渡
辺
助
左
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

門
に
合
射
の
事
」
な
ど
八
項
、
四
巻
が
「
千
野
玄
庫
が
母
の
事
井
同
人
ひ
そ
か
に
江
戸
え
出
る
事
」
な
ど
八
項
、
五
巻
が
「
小
喜
多

次
郎
右
衛
門
吉
田
宇
内
方
え
行
事
」
な
ど
七
項
。
計
三
十
六
項
と
な
る
。

65

克
R
人
夜
話
〔
わ
4
左
3
5
〕

　
五
巻
五
冊
　
桃
山
人
著
　
丁
数
H
1
4
・
⇔
1
4
・
日
1
4
・
四
1
4
・
岡
1
4
　
原
題
簸
「
絵
本
百
物
語
」
を
見
せ
消
ち
に
し
「
桃
山
人
夜

話
」
と
記
す
。
刊
記
に
「
作
者
桃
山
人
　
画
工
竹
原
春
泉
　
金
花
堂
蔵
版
」
、
刊
年
は
不
明
。
但
し
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
り
天
保

十
二
版
が
知
ら
れ
る
。

66

?
燻
G
談
〔
わ
5
右
4
2
〕

481



　
五
巻
五
冊
　
怪
談
　
生
々
山
人
著
　
丁
数
日
1
5
・
ロ
ー
5
・
日
1
2
・
四
1
3
・
岡
1
1
　
見
返
し
に
「
東
都
生
々
山
人
著
　
奇
説
雑
談
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

部
五
冊
　
浪
華
書
林
　
鶴
栖
堂
製
本
」
、
刊
記
は
「
弘
化
五
戊
申
正
月
　
書
林
心
斎
橋
南
五
丁
目
井
筒
屋
和
助
」
と
あ
る
。

67

蝌
a
怪
談
〔
わ
8
中
9
〕

　
二
冊
　
写
本
　
怪
談
　
丁
数
乾
3
0
・
坤
2
9
　
上
巻
（
乾
）
奥
書
に
「
嘉
永
元
戊
申
年
十
月
廿
三
日
従
本
目
氏
借
伝
写
之
　
服
　
平

貞
邦
」
と
あ
り
、
他
に
伝
存
あ
る
こ
と
を
聞
か
な
い
。
そ
の
内
容
は
「
武
州
虎
之
御
門
前
溜
池
に
て
鯉
魚
昇
天
之
事
同
図
、
摂
津
国

大
坂
御
城
内
に
て
淀
と
の
亡
霊
御
城
代
と
対
話
之
事
」
な
ど
全
十
一
話
に
及
ぶ
。

　
や
ぶ
れ
こ
り

68

j
柳
骨
〔
わ
8
中
2
5
〕

　
六
冊
　
写
本
　
随
筆
　
游
竜
館
玩
玉
編
　
丁
数
日
4
5
・
口
2
5
・
日
4
0
・
四
4
1
・
固
2
4
・
内
2
8
　
序
の
末
尾
に
「
嘉
永
辛
亥
（
注
、

四
年
）
仲
春
誌
」
と
あ
る
。
他
の
著
作
は
見
当
ら
な
い
。

69

k
越
七
奇
考
〔
わ
7
中
6
〕

　
一
冊
　
漢
文
板
本
　
地
誌
　
三
宅
葱
著
　
丁
数
1
8
　
見
返
し
に
「
安
政
庚
申
春
鑑
　
北
越
七
奇
考
　
汎
愛
堂
蔵
版
」
、
序
に
「
安

政
五
年
戊
午
八
月
　
文
台
鈴
木
弘
撰
」
、
刊
記
に
は
「
汎
愛
堂
蔵
版
　
書
房
　
大
阪
心
斎
橋
通
博
労
町
河
内
屋
茂
兵
衛
（
他
）
」
と
あ

る
。

70

｡
昔
夜
話
〔
か
1
右
2
〕

　
五
冊
　
写
本
　
随
筆
　
渡
辺
源
豊
著
　
丁
数
0
3
8
・
口
4
1
・
日
3
5
・
四
4
5
・
因
4
3
　
本
書
は
他
に
伝
存
あ
る
を
聞
か
な
い
。
依
て

左
1
7
‥
序
を
掲
げ
る
。

　
「
渡
辺
の
豊
ぬ
し
と
し
こ
ろ
見
も
し
き
・
も
し
つ
る
こ
と
・
も
物
に
書
つ
け
お
き
た
る
を
み
る
に
い
と
め
つ
ら
し
き
こ
と
お
ほ
く

人
を
よ
き
に
み
ち
ひ
か
ん
た
よ
り
に
も
な
り
な
ん
か
し
と
思
ふ
に
つ
け
て
か
く
の
み
つ
か
ね
お
き
て
い
た
つ
ら
に
む
し
の
す
み
か
と



ll哲弓そ堂F珂書」　隆三炎草」狗t剖消♀題董高

せ
ん
よ
り
は
桜
木
に
ち
り
は
め
て
興
に
ひ
ろ
く
せ
ん
こ
そ
よ
か
ら
め
ま
た
み
や
ひ
言
葉
は
わ
ら
は
へ
な
と
の
よ
み
か
た
か
ら
ん
に
か

た
は
ら
に
俗
言
を
そ
へ
た
ら
ん
か
よ
け
ん
と
す
・
め
け
れ
と
お
の
か
x
け
る
文
に
み
つ
か
ら
ち
う
さ
く
を
そ
ふ
る
こ
と
や
は
あ
る
と

う
け
ひ
か
て
あ
り
し
を
あ
な
の
ち
に
そ
〉
の
か
し
て
こ
た
ひ
お
ほ
や
け
に
も
の
す
る
こ
と
〉
は
な
り
ぬ
か
く
い
ふ
は
か
の
豊
ぬ
し
に

へ
た
て
な
き
友
か
き
な
る
江
口
忠
房
也
」
。

　
さ
ら
に
自
序
の
末
尾
に
「
安
政
の
む
と
せ
と
い
ふ
年
の
渡
辺
源
豊
」
と
あ
る
。
な
お
著
者
の
作
品
で
知
ら
れ
る
の
は
本
書
の
み
。

71

嵩
e
奇
談
〔
わ
4
右
2
9
〕

　
一
冊
　
動
物
　
大
畑
春
国
著
　
丁
数
2
3
　
刊
年
は
序
末
の
「
慶
応
紀
元
八
月
」
で
知
ら
れ
る
。

72

_
異
紀
聞
〔
わ
5
左
1
2
〕

　
二
冊
　
渡
辺
重
春
著
　
丁
数
日
3
3
・
口
3
0
　
題
籏
に
は
「
近
世
」
の
角
書
、
奥
付
に
「
明
治
八
年
四
月
四
日
上
板
官
許
」
な
ど
と

あ
り
、
「
著
述
人
　
龍
田
神
社
宮
司
　
福
岡
県
士
族
豊
前
国
中
津
　
渡
辺
重
春
」
と
も
あ
る
（
そ
の
他
出
版
人
・
弘
通
所
な
ど
の
記

述
）
。

73

{
郷
怪
談
実
録
〔
か
1
右
2
9
〕

　
二
十
巻
二
冊
　
写
本
　
実
録
　
丁
数
上
3
1
・
下
3
0
　
末
尾
に
「
明
治
十
九
年
花
見
月
し
る
す
　
梅
花
」
と
あ
り
、
目
次
の
冒
頭
に

は
「
和
泉
屋
久
左
衛
門
見
世
繁
昌
の
事
井
娘
お
ひ
で
か
事
」
「
小
松
弥
六
お
秀
に
恋
慕
の
事
井
和
泉
屋
手
代
忠
七
か
事
」
と
あ
る
。

74

髑
給
S
談
「
わ
7
中
9
〕

　
一
冊
　
漢
文
板
本
　
石
川
鴻
斎
著
　
丁
数
2
9
　
凡
例
の
中
に
「
斯
編
多
係
二
伝
聞
一
、
其
真
識
固
不
レ
可
レ
証
…
…
」
と
あ
る
。
著
者

に
は
安
政
六
年
作
の
「
学
画
楷
範
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3

75

ｲ
渡
奇
談
一
わ
5
中
2
8
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



　
一
冊
　
活
字
本
　
地
誌
　
田
中
葵
園
（
清
）
　
丁
数
1
9
　
見
返
し
に
「
故
田
中
美
清
先
生
著
述
　
佐
渡
奇
談

月
十
八
日
発
行
　
斎
藤
活
版
印
刷
所
」
と
あ
る
。
著
者
に
は
文
化
年
間
刊
の
「
佐
渡
志
」
な
ど
の
著
が
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
八

　
　
　
　
　
　
　
　
刷

三
、
年
次
不
明
作
品

76

?
燻
G
談
集
〔
わ
8
中
1
5
〕

　
五
冊
　
写
本
（
後
篇
の
み
）
　
怪
談
　
丁
数
日
2
1
・
⇔
1
8
・
日
2
4
・
四
1
8
・
国
1
9
　
目
次
を
示
せ
ば
次
の
如
く
な
る
。
H
三
芝
居

由
緒
の
段
・
新
吉
原
根
元
の
大
概
　
口
坂
陽
任
侠
文
七
談
話
　
日
武
州
霊
巖
寺
に
俳
徊
せ
し
桑
門
定
西
か
談
　
㈲
西
国
浪
人
今
田
氏

の
説
話
・
市
森
氏
芸
術
の
談
話
・
讃
州
松
山
浪
人
の
女
房
怪
を
産
の
談
　
国
未
然
を
語
る
僧
の
談
・
岡
野
氏
か
談
話
・
永
井
善
左
衛

門
か
談
話

77

�
k
秘
説
〔
わ
8
中
2
4
〕

　
一
冊
　
写
本
　
怪
談
　
雪
月
楼
主
　
丁
数
2
3
　
内
題
に
「
僅
語
　
怪
談
秘
説
　
雪
月
楼
主
」
と
あ
る
。
奥
書
を
示
せ
ば
「
此
一
冊

聖
教
の
い
ま
し
め
に
そ
む
き
怪
力
乱
神
の
説
と
い
へ
と
も
又
女
色
の
い
ま
し
め
な
き
し
も
あ
ら
す
予
何
か
し
の
君
よ
り
玉
は
り
し
か

は
又
何
か
し
の
ふ
て
か
り
て
写
お
は
ん
ぬ
　
雪
月
主
人
」
と
あ
り
、
年
月
日
を
欠
く
。
目
次
は
「
桃
源
之
日
鯉
之
登
滝
之
事
」
「
坂

城
怪
異
秘
説
」
「
金
田
家
怪
童
之
事
」
「
殿
中
狐
狸
之
事
」
「
吹
上
御
庭
怪
異
之
事
」
「
於
大
奥
女
中
狐
を
仕
留
事
」
「
稲
葉
家
怪
石
之

事
」
「
浅
草
天
王
橋
怪
生
之
事
」
「
菅
野
谷
家
奇
談
」
の
全
九
項
目
と
な
る
。

78

剥
痩
�
k
集
〔
か
1
右
9
〕

　
一
冊
　
写
本
　
怪
異
　
丁
数
6
6
　
本
書
は
他
に
流
布
を
聞
か
な
い
。
序
・
奥
書
と
も
に
欠
く
。
「
武
江
虎
御
門
溜
池
鯉
瀧
登
之
事
」



を
始
め
、
江
戸
近
辺
の
怪
異
話
三
十
六
話
を
収
め
る
。

79

ﾓ
鉄
炮
〔
か
1
右
2
4
〕

　
一
冊
　
写
本
　
怪
異
　
丁
数
6
0
　
本
書
も
他
に
伝
存
あ
る
を
聞
か
な
い
。
但
し
本
蔵
書
で
は
巻
三
・
四
を
収
め
る
一
冊
の
み
の
伝

存
、
虫
朽
が
多
い
。
目
次
の
要
目
は
「
人
命
終
シ
テ
並
ヒ
生
ス
ル
語
　
浄
土
宗
日
蓮
宗
之
評
　
人
禍
除
語
　
後
醍
醐
帝
御
盛
衰
之
評

（
以
上
巻
三
）
　
不
二
山
絶
頂
二
湖
之
池
有
ル
話
　
二
仏
之
中
間
ト
世
俗
二
言
フ
語
　
阿
波
国
鳴
門
之
気
色
之
語
（
以
上
巻
四
）
」

な
ど
が
あ
る
。

80

ﾟ
世
怪
談
実
録
〔
か
1
右
3
2
〕

　
二
巻
一
冊
　
写
本
　
丁
数
上
2
9
・
下
3
3
　
本
書
は
本
稿
2
2
の
同
名
書
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
、
他
に
伝
存
を
聞
か
な
い
。
目
録

は
、
上
巻
が
「
霊
元
院
法
皇
明
御
殿
怪
事
・
禁
裏
奇
怪
之
事
」
な
ど
十
四
項
目
、
下
巻
が
「
猫
の
珍
事
、
同
物
い
ひ
し
奇
談
」
な
ど

十
五
項
目
に
及
ぶ
。

『哲」学：堂図書／］呈談草ま氏音β解題稿

四
、
漢
籍

81

E
燈
新
話
句
解
〔
わ
7
中
1
〕

　
四
冊
　
丁
数
日
4
6
・
⇔
4
1
・
日
3
5
・
四
5
1
　
刊
記
に
「
慶
安
元
年
十
一
月
吉
日
　
二
条
鶴
屋
町
書
林
仁
左
衛
門
（
注
、
矢
島
玄
亮

『
徳
川
時
代
跳
撫
㍗
集
覧
』
に
い
う
「
林
正
五
郎
　
京
都
」
）
刊
行

82

_
異
経
［
わ
7
中
H
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5

　
一
冊
　
丁
数
1
6
　
刊
記
に
「
貞
享
五
歳
初
夏
日
　
中
村
孫
兵
衛
梓
」
と
あ
る
。
序
・
祓
を
欠
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



83

{
神
記
〔
わ
7
中
1
2
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
五
冊
　
丁
数
け
5
6
・
⇔
6
2
・
日
5
1
・
四
3
6
（
以
上
捜
神
記
）
　
岡
5
9
（
捜
神
後
記
）
　
後
序
（
日
本
）
の
末
尾
に
「
元
禄
己
卯
五

月
端
午
後
一
旬
　
一
色
時
棟
書
コ
干
燃
髭
斎
中
ご
、
刊
記
に
は
「
元
禄
十
二
已
卯
仲
夏
吉
辰
日
」
と
あ
る
。

84

､
子
年
拾
遺
記
〔
わ
7
中
8
〕

　
十
巻
一
冊
　
丁
数
全
肥
　
　
「
晋
王
嘉
撰
　
明
呉
珀
校
　
王
子
年
拾
遺
記
」
の
訓
点
カ
ナ
付
き
板
本
。
刊
記
に
「
宝
暦
二
年
壬
申
三

月
吉
旦
　
平
安
書
林
　
建
仁
寺
町
四
条
南
　
中
西
卯
兵
衛
　
四
条
通
寺
町
西
　
上
坂
勘
兵
衛
　
蔵
版
」
と
あ
る
。

85

?
H
江
鬼
神
論
〔
わ
7
中
1
0
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
フ

　
一
冊
　
丁
数
1
7
　
訓
点
・
送
り
仮
名
つ
き
漢
文
。
本
文
末
尾
に
「
孝
温
著
二
此
論
一
始
コ
於
壬
寅
秋
＝
而
今
年
甲
辰
始
詑
焉
」
、
広
告

の
末
尾
に
「
宝
暦
十
一
年
辛
巳
春
正
月
校
　
大
坂
書
隷
心
斎
橋
南
四
丁
目
吉
文
字
屋
市
兵
衛
　
江
戸
書
犀
日
本
橋
南
三
町
目
吉
文
字

屋
次
郎
兵
衛
」
と
あ
る
。

86

q
異
記
〔
わ
7
中
7
〕

　
一
冊
　
丁
数
3
9
　
刊
記
に
「
安
永
四
年
乙
未
春
正
月
校
正
再
行
　
大
阪
高
麗
橋
一
丁
目
　
浅
野
弥
兵
衛
」
と
あ
る
。

87

ﾞ
氏
化
書
〔
わ
7
左
3
2
〕

　
三
冊
　
丁
数
日
3
1
・
ロ
ー
4
・
日
1
8
　
見
返
し
に
「
嘉
永
六
癸
丑
求
板
」
「
唐
紫
宵
真
人
選
　
日
本
新
井
白
蛾
先
生
校
正
」
「
謹
氏
化

書
　
全
三
冊
　
皇
都
書
林
文
泉
堂
発
行
」
。
序
文
末
尾
に
は
「
宝
暦
十
庚
辰
春
三
月
　
新
井
白
蛾
識
」
と
あ
る
。

88

¥
異
録
〔
わ
7
左
3
5
〕

　
二
冊
　
丁
数
上
6
4
・
下
6
0
　
表
異
録
の
唐
本
、
祓
文
に
「
光
緒
二
年
（
注
、
明
治
九
年
）
丙
子
夏
四
月
海
昌
陳
其
元
謹
識
」
と
あ

る
。



89

圏
z
夜
怪
録
〔
か
1
右
3
3
〕

　
一
冊
　
写
本
　
丁
数
3
1
　
但
し
本
蔵
書
は
「
東
陽
夜
怪
録
」
唐
王
沫
著
、
陶
宗
儀
輯
1
0
丁
。
「
幽
怪
録
」
天
台
陶
宗
儀
記
、
田
汝

成
撰
輯
9
丁
。
「
語
怪
」
呉
　
祝
允
明
著
　
武
林
朱
偉
閲
1
2
丁
。
以
上
を
合
綴
し
た
も
の
。

90

ﾜ
朝
小
説
〔
わ
7
中
1
7
〕

　
四
十
八
冊
　
丁
数
（
略
）
　
唐
本

91

肢
ﾙ
記
〔
か
1
右
1
〕

　
一
冊
　
写
本
　
唐
の
谷
神
子
の
纂
。
序
文
に
「
博
異
記
一
巻
記
唐
初
及
中
世
事
或
日
鄭
還
古
作
按
竈
氏
云
題
日
谷
神
子
纂
序
称
其

書
頗
箴
規
時
事
故
隠
姓
名
或
日
名
還
古
而
寛
不
知
其
姓
志
怪
之
書
也
」
と
あ
る
。

＊
な
お
本
蔵
書
は
、
生
物
学
者
丘
浅
次
郎
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
。
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